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あきる野市はここです

公立阿伎留医療センター

あきる野市、日の出町、桧原村を
主な医療圏としています

あきる野市、日の出町、檜原村の
広い地域唯一の急性期病院です。

公立阿伎留医療センター



交通案内

新宿よりJR中央快速線、青梅線
で拝島、または西武線で拝島
拝島よりJR武蔵五日市線、
武蔵引田駅より徒歩5分

圏央道、日の出インターから車で
３分、あきる野インターから車で７
分



北側に接して巨大ショッピングモールがあります



南東側の富士通テクノロジーセンター跡地に、
SRL検査センターの建設が始まりました。





公立阿伎留医療センターの沿革

Å 大正12年 6月 9日 西阿伎留村外四ヶ町村病院組合を設立

Å 大正14年 4月10日 単独伝染病院を開院

Å 昭和27年 3月27日 一般６床、結核114床、伝染55床に変更

Å 昭和44年12月 4日 一般140床、結核56床、伝染34床に変更

Å 昭和47年 3月31日 新病院に移転。

Å 昭和58年 4月14日 総合病院の承認

Å 平成 9年 8月26日 東京都災害時後方医療施設、災害拠点病院（国）

Å 平成15年 5月 1日 単独型臨床研修病院として医師臨床研修を開始

Å 平成17年 8月22日 病院機能評価（Ver4.0)の認定

Å 平成18年 8月 1日 公立阿伎留医療センターに改称し新病院を開院

Å 平成22年 8月22日 病院機能評価(ver6.0) 更新認定

Å 平成27年 8月22日 病院機能評価(機能種別評価項目3rdG:ver1.1)

主たる機能：一般病院2 副機能：緩和ケア病院認定



病院の理念

公立阿伎留医療センターは、

医の心を重んじ、患者の生命と健康と

生活の質を考える良質の医療を実践し、

地域医療の最適化に努力します。



基本方針

1. 患者中心の医療の確立

患者の権利・尊厳を大切にし、安心・安全・納得の得られる全人的
医療を提供します。

２．医療の質の維持・向上

根拠に基づいた高水準の医療を実践し、医療の質の維持・向上に
努めます。

３．地域医療の連携と機能分担の推進

地域の中核病院として、医療・保険・福祉施設との連携と機能分担
を推進し、地域と社会に貢献します。

４．医療環境の改善

職員が働きやすく、豊かな人間性と高い倫理性に満ちた医療環境
をつくります。

５．健全経営の確保

公営企業の本旨を発揮し、経営の効率化と健全化を図り病院の自
立に努めます。

Ｈ26.1.1更新



診療実績

Å医師数 常勤医48名、非常勤医71名

Å診療科20科

Å病床数 305床

Å平均入院患者数 212.9人/日

Å外来患者数 638.3人/日

Å手術件数 1,637件

医師数等：H31(2019).4.1現在
患者数等：H30(2018)度実績



専門医制度教育指定

Å 臨床研修指定病院（基幹型）

Å 日本内科学会認定教育関連病院

Å 日本循環器学会専門医研修施設

Å 日本消化器病学会専門医制度認定施設

Å 日本静脈経腸栄養学会時実地修練認定

教育施設

Å 日本外科学会外科専門医制度修練施設

Å 日本脳神経外科学会専門医訓練施設

Å 日本脳卒中学会認定研修教育病院

Å 日本がん治療認定医機構認定研修施設

Å 日本整形外科学会認定医研修施設

Å 日本泌尿器科学会専門医教育施設

Å 日本眼科学会専門医研修施設

Å 日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院

Å 日本救急医学会救急科専門医指定施設

Å 日本皮膚科学会認定専門医研修施設

Å 日本超音波医学会専門医研修施設

Å 日本臨床細胞学会認定施設



常勤医の内訳

Å内科 5名
（総合内科・呼吸器内科・腎臓内科・リウマ
チ科）

Å消化器内科 5名

Å循環器内科 4名

Å小児科 1名

Å皮膚科 2名

Å救急科 2名

Å外科 5名

Å乳腺外科 1名

Å呼吸器外科 1名

Å整形外科 3名

Å脳神経外科 3名

Å産婦人科 4名

Å泌尿器科 2名

Å麻酔科 4名

Å眼科 1名

Å放射線科 1名

Å緩和治療科 2名

Å歯科口腔外科 2名

Å臨床研修医 5名
（1年次3名・2年次2名）

H31(2019).4.1現在



研修医の待遇

1. 身分：非常勤嘱託職員

2. 給与：1年次：350,400円（宿日直手当、通勤手当別途支給）

2年次：386,300円（ 同上 ）

3.    勤務時間：原則8時30分より17時15分まで

4.    当直：指導医と共に当直する（平均夜間：4回/月、日直：1回

/月）

5.    社会保険：あり（協会けんぽ・雇用保険・労災保険）

6. 医師賠償責任保険：病院で加入（個人負担なし）

7. 学会、研修会への参加可、規定内で参加費用支給あり

8. 休暇：年次休暇 15日/年 夏季休暇： 4日/年
年末年始休暇：12月29日から1月3日まで



初期研修プログラム

地域医療：檜原診療所、馬場内科クリニック、葉山医院、あべクリニック、近藤医院
精神科：高月病院

基本プログラム

救急部に進んだN先生のローテンション例

初期研修プログラム

0,3 4,7 8,01 02,05 06,1/ 10,13 14,17 18,21 22,25 26,3/ 30,33 34,37 38,41

₴
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0,3 4,7 8,01 02,05 06,1/ 10,13 14,17 18,21 22,25 26,3/ 30,33 34,37 38,41

内科 救急 選択科目
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内科（消化器） 救急 脳神経外科
1年次

内科(感染症) 内科（糖尿病） 内科（呼吸器）
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2年次
麻酔科 地域医療 精神科 救急 内科（循環器科） 救急緩和ケア皮膚科 小児科 産婦人科 脳神経外科



精神科研修 高月病院



地域医療

檜原村の診療所

日の出町の
クリニック



電子カルテ

最新版の電子カルテを使用して診療を行い、動画サーバーも設置されています



病棟



医局

全科の先生が一部屋の医局です。
研修医の席は入り口付近に配置され、
コンサルテーションも気軽に出来ます。

各自のデスクで自分のPCの
LAN接続ができ、レーザープリンター
にも接続されます。

医局秘書さん
にもお世話に
なります



図書室

司書さんにお願いすると、図書室にない文献の
取り寄せもスムーズに行えます。



当直室

男女別に分けられており
当直明けにシャワーも浴びられます



内科抄読会



研修医宿舎の1例

病院から斡旋され補助が出ます。病院の近くで、広さは２DKです。



研修医宿舎の1例

病院から斡旋され補助が出ます。病院の近くで、広さは２DKです。










